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萩の花 （徳島県産） Bush clover, Japanese clover ＜あしらい、飾り＞ 

日本では秋の七草としても知られている萩（はぎ）は、マメ科の植物で日本や東アジア原産といわれています。低木

の植物で、古くから日本の野原に自生していることもあり、初秋から花を咲かせ、少しずつ涼し気な風が渡る頃にな

びく姿も可憐で美しい風情のある花です。その清楚な美しさから古くは万葉集にもよく詠われてきました。「萩の花」

は、ちょうどお彼岸の頃に咲くので、小豆の皮がうっすら餡に浮かぶ姿と花姿が似ているということから、彼岸に供

える「おはぎ」の名前の由来にもなったといわれています。ちなみに春の彼岸の「ぼたもち（牡丹餅）」も同じよう

なエピソードなど諸説あるようですが、同じ菓子に季節によって違う名前が付くのも、なんとも日本の食文化が持つ

繊細で風流な一面だと感心してしまいます。「萩の花」は、お茶席に飾る季節感を表すちょうど今の季節にぴったり

な茶花でもあり、秋のお月見には団子、ススキなどと共に萩の花をお供えします。中秋の名月も今月 17日。暑い季

節の喧騒から少し離れて、美しい月と萩の花を愛でつつ、虫の音を聴きながら季節の移ろいを感じると致しましょう

か。（食用ではございません。飾りとしてお使いください） 


